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と①は時計の針の方向に廻転し，被験体は凝られる．

その時の廻伝角度は①に貼ってある角度表によって読

み取る王者が出来る．破壕荷重量に達しなければ，皆く

する と①の廻転は停止する．第四，電鉾を増加し被験

体に破算要が起ると軸の廻転が急に速くなる．この破揮監

を起すに要した最大の軍：鐙を以て「採れの完；さ」とし，

その時の廻ii去角度を以て 「振れ角」と した．

脊椎の両端を振り試験機の①①に取り付けるには両

者の接令部に補助材料を必要とする．その方法は次の

如〈である．

SUSUMU 

1.実験材料

匡縮笑肢の場合と同様であるが，使用した屍休数は

6休である．振り試験機に装着する為に椎弓，稼突起，

横突起を切除し粧や~：・ と紘問軟骨のみと して実験を行つ

k. 

2. 振り試験機並びに補助材料

脊牲の採りに対する強さは金属材桝のそれに比し非

常に弱い為，金属材籾振り試験機は使用出来ない・従っ

て種々研究した結果第一図の如き試験機を考案した．

その使用法は先づ第一に被械を移動せしめ，被験体の

長さに応、じて①②聞の距離を調節し且つ廻転制l①の方

向が墜に直角になる如くにする．第二，脊維前回が上

を向く織な佼置に於て被験体に装着した回定木板をね

じて①及び①に聞定する．此際被験休の軌の方向は機

械の廻松軌と一致せしめる．第三，E量鐙W④をかける

法方験実第一章

遺b

第2図右端の如くIOcm×10cmの厚さl.Scm～2.Scm

の碩質の木械の中央仁孔をあけ，維弓を切除した椎休

を採入し，更に一定の太さの金属棒を止との木板と紘体

とに貫通せしめ，更に両者の間隙には M.C.M.を充

旗して振りに際して椎休が孔の中で空廻りするのを防

ぎ，この木板を振り試験機①及①に 「ねじ」で固定し

図2 第鶏
③① 
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第 3 図

ft.固定核の中央に王手つ孔は脊牲の1ニ苦r；から下部に
至る絃休の横断国に略近い形設びに大さ約10麗を選ん

だ．叉同定板にIt角度表を貼りf-J；ナ脊維が閲定板の孔
め中で空廻りしないかを注意した．金属俸の太 容は型民

＊佐上部ではキルシネノレ氏の鏑線を用L・，腰椎では裕太

L、釘を用いた．固定板の子Lに指入される被験体の部分

はー稚休に限り，中日接する椎間軟骨にか込らぬ様に叉

試験件。阿端に取りつけた固定川IX平行になる様に注

意した．需拡2図左端fJ閲定木杯1’＇／（装着ーした被験休で，

第 3図はそのレ線｛象．

3. 実験に対する規約

脊粧は材料実験学的に言えば，形態，構造共に不規

則jであるから，正確なる数値を得る事は出来ない．し

かし脊椎の探りの強さは袋りモー メy トを単位長さに

対する援れ角，断面積及その形態を附記する事によっ

て大村、表わし得1..

iJ r山＇1・iifi；の良さは前後定右のすJcJIJ1'iてある．

ii）者110)良さは両端の同定木械の~fi肉Iiで，前後左右

の平均仰である．

i i i）断陪i積は荷ii!IW~他H•-lil:iの閉鎖を平均した．

iv）国定方法（主脊紘の下イ川山本'i・固定し， U；！.批判、

をj;,37_,J当合を正｛j'f.とし，その反対を逆位とした．又

廻転方向は凡て時計ら針と同一方向に振った．

v' flj~れ角とは破！!ji）が午じた時に於ける削除f＊の探

れ角度を言い，司、'.X！ぬでは試験機の軸の廻転角度か

ら，，（l~l[,)1(.1の同1j端に取り付けられた同定板と的日，iifj；、

とむ聞のとり角度は差 L~ ＼l 、て求めた．

d) 単位長さに対する奴~l角 とは， J反れ角／JJi.111 の長

さ （度／cm）でらる．

¥'ii) 挺りの置さとは摂り実験でl波l裂を起すに要した

最大重鐙量WkgをL、う．

viii) 振 りモーメシトとは援りの置さ＼Vkgに偶力の

腕の長さLem（使用した試験機で（tlScm）を乗じた

値 WLcmkgである．

4. 実験材料の選択

振り実験の場合にl't何｛関連続椎休として実験すれば

よいかを検すため，種々の長さのものに就て実験を試

みたが，最大限度頚椎に於ては5個，胸雄及び腰椎で

は 4f間連続椎休まで実験可能なる事を知った．叉少く

とも2個以上でなければならぬ．

5. 実験を不成功にヨヨlらしめた要因

実験中両端の回定樵体に破壊が起った場合及び問~

椎｛本が回定板の中でとった場合は凡て不成功と見倣し

た．前者の~1寺は椎休と固定板とは固定する為に秘体

に金属俸を通 した部分でi惟休は抵抗弱く，金属俸がず

れたり，骨折が起ったりする．此を防止する為には金

属棒の太さは荷重に耐え得る限D細いものを使用せね

げならない．後者の場合は同定木板の中央に穿った孔

の中で樵休が廻 ；J場合を言うのである．此を防ぐには

孔の形が維休の横断面の形になるべく近いものを選択

する必要がある．多少の~廻りがあっても実験の目的

は達する事もある. [l~!j，）刷、 と探り試験機との接合方法

に関しては更に検討を要すふ

第二章実験成績

不成功例では同定検体の破易が先行して被験部位の

正確なふ自立五得なかった． しかし求める部位の抵抗力

は少くともそれ以上である事を知b得るから参考まで

に全部の実験測定値を挙げた．不成功例はX印を以て

区別した.l政主主状態は煩を避けるため破接部位ι破援
型式とを以て表1見（＿た．例えば前者に於てli4---5Hlt

第i.5鎖維椎間板で， 7Bは第7H向維で1波按が起った事

を表わし，①～3B（）；徐：~.3胸椛総間軟骨が第2駒雄々

休下聞の近くに於て損傷を受けた惑を示している．又

後者の披露t：型式に関しては後述するが，5型に分ちそ
の何:htこ該当するかを記放した．

第11例推定50才男，胃潰磁及び慢性飢餓にて死亡，

体格及び骨絡中；h 筋肉主主びに皮下脂肪発育不良．

本例い2～Sf国連続佐休として実験した．（第1表）

第12例 25才男イ，肺浸潤で死亡．体格，骨協中等・

栄養不良．筋肉抜びに皮下脂肪組織発育不良．レ線倣

t主著明なる’i守義縮，骨喫の疎望まを認めない．（告書4図）

木似jで打、3個連続紘休として実験した．（告書2表）

第13例 71才女．脳糧血弟、気管支鴨息で死亡．体絡
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第14例推定50才男．電車事故による間蓋底骨折に

て死亡．休格，骨骨各大．栄主主良好． レ線像は骨ヨL，縮経

！む骨認はIDP.：営陣で太L・．胸椎中部以下椎休の辺縁骨

増殖軽度．（第6図）．

死後5日IIに2～3伺連続椎休に分けて笑験した．

（第4表）

5 第

第 4 図

及び骨髄中等．筋肉及び皮下脇肪発育不良． レ線像で

は老人性後鍔が高度で，骨主主ゅ縮，骨’Z震のIDP.：怒性を認め
た．胸椎ri~昔日は'ff.＼椎を男する も模状維は著明でない．

稚休辺縁の骨楢殖は日向j椎以下腰椎までー殆んど全維併記に

認められ，胸維では可成り著明でらる．（完結5図）

2個～3個連続継体として実験を苑後2悶目に行つ
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機体J及び椎110板
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日本外科宝蔽l第22~ 'i{i4・号

~~＇ 
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推体及び椎I肌 ｜長さ｜制限さ｜断而~·1 i1ザザl若手号制号ケ：I~~lき l破壊開問型式
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第。
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第15例 35才男．溺手E.Hi'告，骨路大．栄養良好． 3～4個連続稚休に切り離し実験を行った．（第5表）

レ線像では骨蚤縮lk認ゐt:,tiなレ． 第16例 継定70才男．野l動脈切断による自殺死．付、

考古日，6,7' 10, 11, 12，胸』佐々 休辺縁の骨増競あり， i各，骨路大．栄養良好． レ線像では相休の骨芝織と骨

意向5～6， 今：6～7，第10～ 11，吉f'.:11～12各H~Uf佐々間軟骨 突の正車窓性柏、著明.H；向椎中部に:tf.l椎を認めた．椎体辺

前部に:;fil火沈着がある．第121胸椎及び章作1腰椎は精模 縁の骨僧殖は胸椎上部軽度，腰推上音l；梢著明．第8～9

状椎を呈する．（第7図）． 及び第IO～11胸椎前部権問板に1'.i）火の沈斎を認める．

（第8図）

3f回連続権休となし実験を行った．（繁6表）．

R 

教

第 R 図

第三章帯、括並びに考察

実験方法が閑難な為に実験を行った2～4個達続権一

休47（間中実！換の目的を達したもの依カに1何回である．
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E，景大は第14例の30.41度／cm，最小（主第15例の20度

/cmである．

ii) 振りモーメント

tt\22~苦日本外科3i.1玖I

又不成功例中実験後維間板水平断面に何らかの変化を

認めたもの5個，計23個を基礎として凝りに対する椎

体;iv.びに稚間軟骨の低抗力を検討して見たい．

34.0 

脊柱全部に頁り実験の成功した第12例の測定値から

縦軌に脊柱の高さを，横剥lに採りモーメントを求めて

両者の関係をグラフに措いた．（第IO図）更に第II例，

第13例，第14例，第15例，第16~］の数値をも参考まで

に同時に記入した．

要すゐに擦りモーメントは脊牲の横断而績を示す曲

線と略平行し，頚椎上部最小50.85cn¥kg-，下位に進む

に従って橋大L，腰椎下部愚大 246cmkg・である．叉

脊牲の同一高位であっても個体により可成り著明な差

ヵ；認められる．例えば頭維に於ては最小値（t聖書12例の

第4,5, 6~!f!維に於て50,85cmkg を示し，最大値｛t繁1

3日jの第3,4, 5!$i維に於て93.0kgであふ腰椎上部に於
ては最小仰は第12例の第l2ff；削佳，第1・2腰椎が 191.
cm kgを示し，最大値は第15例。第12n均株，号店1・2腰

椎が401.0cmkgである．

iii) 脊牲の振りの強さとレ線学的所見主の関係

第14例に於て第3,4, 5連続胸維のレ線像で第4H1旬般

の略中央に帯状陰影を認めた所，振り実験の結果此の1
部分で骨折が起り，振り「モー メジト」 f;l:可成り著明

第 I0図

II 

40 
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~S（安帆）
第

I. 摂りに対する強さ

i) 単位長さに対する採れ角

脊縫全部に亘り実験の成功した第12例の実験数値か

ら，縦軸に脊牲の高さ，横軌に単位長さに対する振れ

角を取り，両者の関係をグラフに記載する．（第9図）

更に参考までに第13例，第14例，第15例，第16例の数

値をも記入した．要するに第7郵椎，第I.2~rr椎の25.3

度／cmを最大に，大休脊柱下部になるに従L、値を減じ，

第3.4. 5腰維の3.79度／cmが最小値を示した．換言す

れば，脊柱は下部程探りに対する可動範囲が狭いと言

えるでるろう．止とは後述する探りモーメy トヵ：脊枝下

部になるに従い漸次僧大ずるのとは逆の方向を辿る訳

である．

単位長さに対する錠れ角は了f性の同一高位であって

も個体により差違が認められん．例えば沼教佐上部に於

ける単位長さに対する採れ角を各例に就て比較する

~； 8 司王

.20 

図9 
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に小であった．この例以外には同一脊柱でーたとえ部分

的に植村正辺縁の骨増殖，前部維開板の石灰沈着，模状

維， ff.l稚等があっても，それによって脊村：の特定の部

位が「援れ」に対して抵抗が強いとか弱L、とか一定の

傾向、t’示すことはなかった．

振り実験を行ゥfこ6例に就き，主主りモーメン ト及ひ

単伎長さに対する採れ角の最大値と，年歯き，性別，死

閃，｛本格，レ線所見等との関係を比較検討して見ょ う．

（第8表）

E縮の楊令と同様，振りに対する抵抗力も個人差が

著明で，その判定にはレ線所見に於ける骨委縮，骨漢

の疎繁性の有無が特に大切であって，その他魚椎，模

状椎，辺縁骨増殖，椎間板石灰沈着の有無等を併ぜ考

えると共に更に年歯S，生活状況，全身状態等を綜合し

て判定すべきものである．

同定方法が正佼，逆位の何れであっても，叉被験休

ヵ：3個連続でも 4個連続でも，探りの強さに特に著明

な差を認めなし．

2. 破損状態

実験中の観察

荷重を徐々に加え破寝起荷重量に達すると「メ Fメリ」

と言う破援音を発し椎｛本に破塚fが起り，同時に骨髄液

が還まみ出して機械の事hの廻転は急に速くなり停止する

ことがない．かくして絶体乃至維間板に断梨が起る．

成功例C就いて笑験中の変化を見るに，圧縮実験で

は如何なる場合も外見上は縫間軟骨に被援が認められ

ず，宇佐休にのみ破壊を認めたのに反し，採り実験では

18個中9個は椎間軟骨の部で完全離断乃至は部分的離

断が起り， 4個は椎体単位に破援が見られ， Sf聞は両

者合併して破易1が起った．従って振りに対する稚休と

椎間軟骨の抵抗力の関係は圧縮の場合と異ることを知 、

ったのである．

実験後の観察

実験成功例2乃至叫関連続椎体18個 （実験の対象と

なる椎休延数22,＊世間軟骨延数40，計62）を前後縦靭

帯，骨膜等を丁寧に除去し，4世休及び稚間軟骨の破援部

伎を検討した所，両者併せて21個所に破嬢を認めた．

(33.8%) 

i) 破星野型

2倒，3個連続椛休によって破壊状態に差異を認め

なかったから，今仮りに全宮Fiの破援状態を以下5型に

分けて説明する．

I型；4世間軟骨が椎休との附着部以外の部分で断裂

したもの．この型に属するものは1個あるが，水平断

而の形態から振り実験により新たに起ったものとは恩

われなし・．従って事実上この型に属するものはない．

つまり椛間軟骨は肉眼的には維休との附策部以外の所

で断裂する事は少いと言える．

E型；』任問軟骨ヵ：維休との附清音I；から剥離したも
の．この型に属するもむは3個．

E型：絃

閉軟骨Zコ一
部分では稚

休との附着－

部から剥離

し，二次的

に附着部以

外の部分で

断裂するも

の．此れに 第 11図

属するものは7伺で最も屡々見られる型であん． （第

11図）

IV型：紘休の稚間i軟骨との附清音防付近で横走する剥

離骨折と同時に，稚間軟骨に剥離，断裂を合併するも

の．此に属するもの61闘でE型に次いで頻発する型で

ある．（第13図）

V'?I!l：稚休単独骨折を起すもの．此に属するもの4

．個でその骨折は大体積骨折であるが骨折線は精複雑で

ちる．（第14図）．

ii）脊柱の部位によって破壊状態に差違があるか？

脊柱を4区分して損傷を認めた維休及推間軟骨延数

21の各区分に於ける頻度を調べた所第9表の如くであ

る．

'i.f~ 9 ；；，＇乙

破壊 苅リ：~~； 1 ：＿~；61キJ 1~－ 1 合計

破壊された椎休l1() 
及び椎｜川w.延＇！＆ I，~ 

5 ワ 4 

支警号：＆：：1::.51 ~：.71 ~~.2 1 5:.1 
21 

62 

即ち断定vt. し難いが，腰』廿・1えび~~·j相；て於ては，胸椎
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上＇r－，下半に比較して破lji；何度が高いのではなL、かと
恩わjL乙．

次に， ~_fj:t o::,各音r；伎に於ける椎休と4世間軟骨とのl山

富害状態を比較する と， ~'j宇佐でほlif主嬢相の Eにt析する も
のは7個で， W及V型l主認められない. !IPち~'nf佳では

稚間軟骨の椎休との附着部が探りに対して最も抵抗力

が弱L、と言えるでるろう.g旬推及び腰椎ではI,JI,][ 

型に比LN,V型が梢多L ・・換言すればu:.,1w~， 腰椎で

は泡’itlt；こ於けると具り，雄間軟骨のみが防除！される事

!'t少し絃休単独l政援と，椎休が継問軟骨との附着昔日

で降裂骨折を起し，同日伝二雄間軟骨に損傷を伴う場令

とが宇目半ばする．腰継では特に後者が前者より多L'• 

つまり胸腰椎では主fi椎と巣り骨性部分の損傷を伴うも

のが多L、から， 4昔休は~'it佳より胸椎，腰維と脊牲の下

伎になると採れに対する抵抗力が弱く， 椎闘軟骨は維

H」；二比較 して脊柱下佼になあに従い採れに対する抵抗

力t対日刈的（二強いと言えるであろう．しかし例数が少

L、から確定的な事（工言えなL、が大体に於て以上の様な

傾向にあるものの如く「である．生休の易合でも!!)l'i:fj:E---.

於ては脱臼骨折が多＜.H旬椎，腰ti!＇では椎休骨折と同

時に縫間械の損傷を伴うものが多い事を符合する様に

恩われる．

iii) $~訴也事命，骨造核，縦籾宇告の1波援状態の比較

l波媛状態が皿型を呈した6｛固に就いて調べた所によ

れば第lO表の如く線維輸が最も探りに対し損傷を受け

易い． 椎間軟骨がほ休而から剥離する段合l主髄核の部

分よりも， F泉純輔の部分即ち周辺音［（に於て容易に剥向性

tf,;]0 ~＇え

線維輪 ｜ 髄 核 ｜縦 籾併

I I I l断裂｜ 引li離
断裂｜剥離｜断裂けlj離｜前後｜ 前後

十｜十 ｜ 十｜ー｜十一 I-+ 
十｜＋ ｜ 十

+ I + 
＋｜十 l 一 l ー ｜一一 I

十 I + I十 I- I一一｜十＋
＋！十 i+ I - I一一 ！一十
r. ! (, I 4 I o ! ~1 I ~；~ 
がi包ん．縦籾格に於ては剥向性IHI'.申立「f'JJPく見られるが

it Ji刻 j少し・．前縦靭掃は損傷を受ける事l:t少し．

iv）線維愉の何れの部分が損傷をそ（・）易い，j.?

維間被全rrii:~断梨乃至剥離が起ったものはこの課題

に解答を与えて呉れないから， 部分的峨i表例E型に！認

する3例及E型の2仰！の破事聖状態から案ずれば，後部

の左右両端の膨隆した部分から後部にかけて断~， 剥

離を起し易いものと思われる．此t工又次仁一述べる不成

功例に於ける4世間版損傷が後部来事就輸に認められる事

によっても分る．なお被枚f本の間定方法の正｛＃，逆位

第 12図

ゐ

l¥o. 1 

？＼’o. 2 

本
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究初fの傷損髄脊

No. 6 

v) 最後に不成功例29（問の被粉、休（椎間軟骨延べ51)

の椎問販を実験後鋭性に横断して検した所第11表及第

12図の如く 6例に損傷を認めた．

所見を要約すると， I）探り実験によって外見上被

嬢が認められなしぺ二も拘らず，4間1軟骨J.i<平断面に損
傷を認めたものは椎間板51（問中6例（約12%）あり，

その中5例は同一個体に見られた． 2）全例共に胸推

下部以下の維間軟骨に見られた． 3）各hの損傷音防

に就いて述べると， 4例は後部線紘輔の亘中線が，多

少左又は右へ寄った所に断裂，剥離，及び此れに近接

した髄核にも互支る程度の損傷者二伴った．2例は側後部

線%！£倫に断裂，剥離を見た． 4.) 6例中4例vx後縦靭
椅に損湯はなかった． 5) 3例t工肉眼的に眼前f輪及び

髄伎の質的変化を認め， 4fi;lj，二就いて行った組織学的

検索の結果は第三編で述べるが程度の差はあれ全例に

No. 4 

退行性変化を認めた．

更に換言すれば前述の知く実験成功例の被援状態に

於ては，外見上稚間軟骨に破援が起る場合は椎休との

No. 5 

によっては破壊状態に差違を認めなかった．

tf>lljl三

線維輸｜髄 核 ！ 縦収椴

両司五司断裂｜剥司断裂 1剥離｜内 II良的 ！納品川j

ト llB I ＜石河雨前~J-1-1-1-1蹴吟校可一一
11～12R l<+J両iHll後郊外局｜ ー I - I I ー ｜ ー ｜ 
】｜及び前部 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 

同扇町岡市前副l瓦同？五百γl － ｜ 
同友石市｜ 一 ｜ 一 l 一 ｜ 一 ！髄核抑性に乏し川
｜一一 ｜（＋）後部｜一 ｜ 後州H翁<+H灸剖；正＂】線泊注｜ H巨2ド総か｜ fム、 ιL士i{f,＆色，
ら右Aぴん』

I ｜プ己守Fり I 

正中州； - I -I - I - I - ! - I 
（十）佐川；！ I I I ! ! 

｜得Pi句lけI I I I I I 

（＋） 

（十）

（十）

（＋） 

退行性変化
椎川軟骨

1～2L 

3～4L 

4～5L 

1～2L 

屍体番号

f.I'> 14.仔d

tl''16例

3 

一一一一「
4 

No 

2 

6 

I 
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附着部以外で断裂した例はなかったのであるが，此の

6例によって，縫休乃至椎間軟骨の被検部位に外見上

著明な損！嘉を認めるに至らない程度の振り力によって

も，後部雄市］軟骨単独破援が起り得る事実を実験的に

註明し得た．しかもか与る損傷の起る原因として線維

輸の解剖学的j愈弱の問題の外に，個人差，脊牲の部位，

並びに既存の組織掌的変化をもある程度考慮に入れね

ばならぬと恩われる．

羽）採り実験後のレ線引見．

圧縮実験の湯合と同じく戻らぬ歪みが大でない限

仇レ線像に於て骨折線として払議出·~~ない．肉眼的

破重要状態が1.n. m型に属するものはレ線学的に骨折
線は認められなし．此等椛間阪単独蹴断を起すものは

~：n維に霊長レ． 次：コW型にMする被爆型即ち椎体の相＝間

：軟骨との附着苦［Iに師従骨折右起し，（君主13図）同時に維

間軟骨に断裂を伴う ものが多し、から，止tの湯合には側

第 13図

而｛象にJr~て，維休上而， 下市iの維間軟骨との境界叉fi:

批f1-1iij縁に於て骨皮質の附~に注意する必要があふ

実験破媛後のレ線検査でーも骨折線f'i分b難い場合があ

るから，生11、：二於てば骨折線の発見は必すーしも容易で

はあるまい．しかし受傷後日数の経過した骨折部に化

骨現象が起り.~厚な除影を塁すζ .！Jh合の”を刷、t左続

困難ではない

と思われる．

叉V型に隠す

る破窮状態即

ち椎体単独に

骨折を起す場

合には， レ線

所見は横骨折

で大体維体の

中央から上部

に認められる

が，時には梢

複雑で前商，

後而， 両側面 第 14図

で各骨折線の走る高さが違ったり走行が乱れる事があ

る．（第14図）

結 きま
・回

1. 新鮮死体6休に就て自家考案の振り試験機を使

用して維f<f\~びに椎間軟骨の採りに付する強さを実験

研究した．

2. 振 り実験は圧縮実験に比L，一層実験方法が困

難である．就中地検H・と試験機との結合がうまくいか

ず笑：験成功｛！；~は18/47 × 100%(38.3 % ）であった．此の

点今後の研究を要する．

3. 単佼長さに対する袋れ角は脊柱上位最大にして

下校に進むlこ従L、小となる.1例を挙げると最大値ft7

H. l.2Bの25.3度／cmで最小値は3.4.SLの3.79度／cm

である．

4. 振 りモー メントは脊柱の断面積を示すグラ7と

略平行し単位長さに対する袋れ角を示すグラ7と略逆

の傾向を示す．例えば顕柱上部最小50.85cmkg，下位

に進むに従い増大し腰権下部最大246cmkgである．

5. 単位長さに対する採れ角並びに振りモー メン ト

は脊牲の同じ高さであっても，個体により可成り著明

な差違が認められる事は医縮実験の場合と同様であ

る．

6. 同一脊牲でレ線像に於て部分的に継体辺縁骨増

殖， r~lfgl；棚1軟骨石）｝（沈荷，模状拡，鮒ー， ft体累積
陰影等があっても一例を除き，特にその部位カ濃iりに

対して低抗が弱L、とは限らない． 又個体聞の採りの強

さを比較するには， レ糊像の軍要性もさることながら

年総， 坐治状態， ，~－！きrJr見も綜合した上で・なさるベき
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である．

7. 破亀裂状態に関しては5羽上に分ち説明したが圧

縮実験の脇合と非常に異り，外見上推間軟骨が単独に

断~する場合 CL II. E型） f~ll/21x100% (52_3J.&J 

で最も頻度が大で，次にtfH本と椎聞軟骨との破媛ヵ：合
併する場合 CIV型）は6/21x100%(28.5%）で，相休

単独破援＜V型）は4/21x100%(19%）で最も頻度が

小でるる．

8. ~JJ椎では維聞軟骨単独破算事が多く，椎体との附

子策部が最も低抗力が弱L、と言えるであろう．

9. 胸膜維では~1推に於けると異り骨性部分の損傷

を仲うものが多い．

10. 線維輸，髄核，縦靭手持の破援状態を比較すると

線維輸は袋りに対して最も損傷を受け易い．縦靭帯は

iRU離しても断裂を起す事は少し、．

11. 線t帥命ft.後部（正中線から左右に離れT羽？に1i'~

ていが損傷をさ捻り易い．

12. 実験不成功例中から知り得た事であるが，外見

上被検部位に著明な損傷を認めるに至らない程度の振

りカによっても，後音i；椎間軟’~に単独損傷が起り得f乙

その原因と して，個人差，脊柱の部位，並びに既存の

組織空宇的変化をも考慮に入れるべきであると忠仁
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